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本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離
数量

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ
片道運搬距離

数量
林地傾

斜
延長

2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

845ろ3 水涵保 スギ 63 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.61 25 24 804 440 0.55 184 0 184 全木 440 ﾌﾟﾛｾｯｻ 184 325 184 中 川内庁舎 16.7

845ろ5 水涵保 スギ 72 保育間伐（活用型） 定性間伐 7.71 18 28 1,354 1,052 0.78 490 0 490 全木 1,052 ﾌﾟﾛｾｯｻ 490 228 490 中 川内庁舎 16.7

846に 水涵保 スギ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.68 33 24 1,157 575 0.50 258 0 258 全木 575 ﾌﾟﾛｾｯｻ 258 348 258 緩 川内庁舎 17.8

846は 水涵保 スギ 30 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.05 33 16 631 113 0.18 50 0 50 全木 113 ﾌﾟﾛｾｯｻ 50 617 50 緩 川内庁舎 17.8

846ろ1 水涵保 スギ 29 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.56 33 18 1,348 268 0.20 121 0 121 全木 268 ﾌﾟﾛｾｯｻ 121 246 121 緩 川内庁舎 17.8

846ろ2 水涵保 スギ 31 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.55 33 18 782 179 0.23 81 0 81 全木 179 ﾌﾟﾛｾｯｻ 81 285 81 緩 川内庁舎 17.8

846ろ3 水涵保 スギ 29 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.36 33 18 1,243 247 0.20 111 0 111 全木 247 ﾌﾟﾛｾｯｻ 111 566 111 緩 川内庁舎 17.8

846ろ4 水涵保 スギ 41 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.97 33 18 2,484 584 0.24 258 0 258 全木 584 ﾌﾟﾛｾｯｻ 258 223 258 緩 川内庁舎 17.8

846ろ5 水涵保 スギ 42 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.52 33 26 1,997 1,086 0.54 502 0 502 全木 1,086 ﾌﾟﾛｾｯｻ 502 568 502 中 川内庁舎 17.8

846ろ6 水涵保 スギ 42 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 6.17 25 24 1,650 770 0.47 259 21 280 全木 770 ﾌﾟﾛｾｯｻ 280 933 280 中 川内庁舎 17.8

846ろ7 水涵保 スギ 41 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 5.89 25 24 1,244 556 0.45 200 0 200 全木 556 ﾌﾟﾛｾｯｻ 200 1226 200 緩 川内庁舎 17.8

846ろ8 水涵保 スギ 41 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.60 33 18 3,850 905 0.24 400 0 400 全木 905 ﾌﾟﾛｾｯｻ 400 1729 400 緩 川内庁舎 17.8

846ろ9 水涵保 スギ 41 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.28 33 18 1,074 252 0.23 111 0 111 全木 252 ﾌﾟﾛｾｯｻ 111 568 111 中 川内庁舎 17.8

847い2 水涵保 スギ 69 保護伐 皆伐 1.38 100 20 2,094 798 0.38 541 24 565 全木 798 ﾌﾟﾛｾｯｻ 565 786 565 中 川内庁舎 17.8 地拵・植付

847い4 水涵保 スギ 40 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.80 33 24 1,804 896 0.50 334 0 334 全木 896 ﾌﾟﾛｾｯｻ 334 271 334 中 川内庁舎 17.8

847い6 水涵保 スギ 39 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.79 33 24 349 160 0.46 60 0 60 全木 160 ﾌﾟﾛｾｯｻ 60 418 60 中 川内庁舎 17.8

847い7 水涵保 スギ 39 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.23 33 24 111 47 0.42 17 0 17 全木 47 ﾌﾟﾛｾｯｻ 17 143 17 中 川内庁舎 17.8

847と 水涵保 スギ 33 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.68 33 16 755 168 0.22 59 0 59 全木 168 ﾌﾟﾛｾｯｻ 59 165 59 緩 川内庁舎 17.8

847は4 水涵保 スギ 61 保護伐 皆伐 0.43 100 24 602 338 0.56 254 0 254 全木 338 ﾌﾟﾛｾｯｻ 254 142 254 中 川内庁舎 17.8 地拵・植付

847は5 水涵保 スギ 61 保護伐 皆伐 1.63 100 24 2,252 1,282 0.57 967 0 967 全木 1,282 ﾌﾟﾛｾｯｻ 967 651 967 中 川内庁舎 17.8 地拵・植付

847へ2 水涵保 カラマツ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.36 33 30 804 761 0.95 311 0 311 全木 761 ﾌﾟﾛｾｯｻ 311 216 311 緩 川内庁舎 17.8

847へ3 水涵保 アカマツ 64 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.70 33 18 1,606 375 0.23 39 111 150 全木 375 ﾁｪｰﾝｿｰ 150 407 150 中 川内庁舎 17.8

847ほ 水涵保 スギ 75 保護伐 皆伐 1.94 100 30 1,026 778 0.76 561 0 561 全木 778 ﾌﾟﾛｾｯｻ 561 221 561 緩 川内庁舎 17.8 地拵・植付

847ろ1 水涵保 スギ 34 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.08 33 22 1,976 720 0.36 261 0 261 全木 720 ﾌﾟﾛｾｯｻ 261 712 261 緩 川内庁舎 17.8

850い1 水涵保 スギ 32 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.78 33 20 861 248 0.29 94 0 94 全木 248 ﾌﾟﾛｾｯｻ 94 400 94 緩 川内庁舎 18.4

850い3 水涵保 スギ 32 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.81 33 16 757 154 0.20 55 0 55 全木 154 ﾌﾟﾛｾｯｻ 55 280 55 緩 川内庁舎 18.4

850い4 水涵保 スギ 32 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.50 33 20 182 49 0.27 17 0 17 全木 49 ﾌﾟﾛｾｯｻ 17 158 17 緩 川内庁舎 18.4

850い5 水涵保 スギ 73 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.42 33 28 128 81 0.63 38 0 38 全木 81 ﾌﾟﾛｾｯｻ 38 50 38 緩 川内庁舎 18.4

850ろ6 水涵保 スギ 33 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.12 33 22 52 20 0.38 8 0 8 全木 20 ﾌﾟﾛｾｯｻ 8 805 8 緩 川内庁舎 18.4

851い1 水涵保 スギ 55 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 7.99 25 26 2,165 1,412 0.65 610 0 610 全木 1,412 ﾌﾟﾛｾｯｻ 610 496 610 中 川内庁舎 18.9

852い1 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.47 33 20 1,334 448 0.34 159 0 159 全木 448 ﾌﾟﾛｾｯｻ 159 366 159 中 川内庁舎 19.8

852い2 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.89 33 22 1,365 561 0.41 214 0 214 全木 561 ﾌﾟﾛｾｯｻ 214 532 214 中 川内庁舎 19.8

生産量
最寄り市町村から

の距離 備　考

伐倒 集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全
土場作設等

砂利
数量

薬剤
散布
（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数
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852い3 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 6.65 25 22 2,384 979 0.41 373 0 373 全木 979 ﾌﾟﾛｾｯｻ 373 918 373 中 川内庁舎 19.8

853い1 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.27 33 22 1,102 436 0.40 162 0 162 全木 436 ﾌﾟﾛｾｯｻ 162 379 162 中 川内庁舎 19.8

853い2 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.11 33 22 535 213 0.40 79 0 79 全木 213 ﾌﾟﾛｾｯｻ 79 282 79 中 川内庁舎 19.8

853い3 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.56 33 22 1,215 497 0.41 189 0 189 全木 497 ﾌﾟﾛｾｯｻ 189 806 189 中 川内庁舎 19.8

853い6 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.74 33 22 1,050 415 0.40 151 0 151 全木 415 ﾌﾟﾛｾｯｻ 151 1638 151 中 川内庁舎 19.8

853い7 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.79 33 22 2,262 930 0.41 354 0 354 全木 930 ﾌﾟﾛｾｯｻ 354 757 354 中 川内庁舎 19.8

853い8 水涵保 スギ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 8.14 25 20 2,079 699 0.34 274 0 274 全木 699 ﾌﾟﾛｾｯｻ 274 1148 274 中 川内庁舎 19.8

853い9 水涵保 スギ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.06 33 20 1,367 460 0.34 180 0 180 全木 460 ﾌﾟﾛｾｯｻ 180 1289 180 中 川内庁舎 19.8

856い3 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.51 33 22 1,218 513 0.42 205 0 205 全木 513 ﾌﾟﾛｾｯｻ 205 490 205 中 川内庁舎 18.4

856い4 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 5.24 33 22 1,814 766 0.42 305 0 305 全木 766 ﾌﾟﾛｾｯｻ 305 998 305 中 川内庁舎 18.4

856と 水涵保 スギ 33 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.13 33 22 1,381 496 0.36 165 0 165 全木 496 ﾌﾟﾛｾｯｻ 165 735 165 緩 川内庁舎 18.4

856は 水涵保 スギ 29 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.68 33 20 305 95 0.31 36 0 36 全木 95 ﾌﾟﾛｾｯｻ 36 1164 36 緩 川内庁舎 18.4

857い1 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 16.26 33 22 5,638 2,377 0.42 1,041 0 1,041 全木 2,377 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,041 344 1,041 中 川内庁舎 18.9

857ろ1 水涵保 スギ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 5.49 33 22 2,414 1,090 0.45 415 0 415 全木 1,090 ﾌﾟﾛｾｯｻ 415 378 415 中 川内庁舎 18.9

857ろ2 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 5.27 33 22 2,030 799 0.39 291 0 291 全木 799 ﾌﾟﾛｾｯｻ 291 577 291 中 川内庁舎 18.9

合計 162.85 66,635 27,088 0.41 11,844 156 12,000 27,088 12,000 12,000 0 14,000m 0 0
BH 0.45　20
WL 1.3~1.4

10

3600
（150倍希

釈後の量）

１ 量の端数は単位以下第１位を四捨五入し、単位止めとする。
２ 面積は伐採面積とする。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄は以下の区分とする。
　　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上
４ 森林作業道作設の土質等欄は、作設に当たり特に留意する必要がある場合に記載する。
５ 最寄りの市町村役場（支所含む）からの距離欄は、物件番号毎の代表箇所について市町村役場を記入し、距離は単位以下第１位止めとする。
６ 伐採箇所、土場、森林作業道作設予定線(既設集材路含む）、編柵および沢については、作業計画図に図示する。

７ その他必要な項目があれば備考欄に記載する。



◎ 機械地拵条件因子表

刈払 植生の 枝条整理 傾斜

記入 功程 混交歩合 功程 補正 人 員 徒歩往復

林小班 面積 疎-1 易-1 疎-1 緩-1 輸 送 車 所要時間

番号 中-2 中-2 中-2 中-2 片道距離 平均径 本数

(ha) 密-3 難-3 密-3 急-3 (km) (分) (cm) (本)

１ 847い2 1.38 2 2 2 2 16.9 18

２ 847は4 0.43 2 2 2 2 17.1 3

３ 847は5 1.63 2 2 2 2 16.9 15

４ 847ほ 1.94 2 2 2 1 16.9 3

通 勤 ｈ ａ 当 た り

残 存 本 数



◎ 植付条件因子表

植付難易 苗木人

記入 区　　　分 人 員 徒歩往復 背往復 植 付

林小班 面　積 易-1 輸 送 車 所要時間 所  要 ha当たり

番号 中-2 片道距離 時　間 本 数 総本数 樹 種

(ha) 難-3 (km) (分) (分) (本) 10,900 

１ 847い2 1.38 2 16.9 18 18 2,000 2,800 スギコン（少花粉）

２ 847は4 0.43 2 17.1 3 3 2,000 900 ヒバコンテナ

３ 847は5 1.63 2 16.9 15 15 2,000 3,300 スギコン（少花粉）

４ 847ほ 1.94 1 16.9 3 3 2,000 3,900 ヒバコンテナ

通 勤
植 付 本 数


